
第三第　　巻六
行嚢ff一月十三十正大

．
號

　
研
　
　
闘
　
　
爽
　
　
　
　
　
　
一

　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
竃
讐
薫
論
・
・
…
…
…
・
－
－
葦
婆
窺
愚
塁
織
｛
更

　
｝
二
三
考
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
：
交
轍
博
士
濱
田
耕
作
一

　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

　
｛
卍
字
源
流
孜
…
…
…
…
…
…
…
…
文
繊
翫
　
那
波
　
利
貞
｝
京

　
｝
　
業
火
連
火
異
同
致
　
　
丁
　
　
．
．
都
學

露
華
朝
奪
藷
に
つ
い
て
（
占
－
・
…
…
…
蹄

四
」
．
髪
磁
路
．
　
一
「
　
㌶
談
．
纏
野
疹
聯

　
撹
籍
釜
…
」
コ
弓
…
・
…
…
董
士
野
馬
穆
嫉

働
振
鈴
財
諺
落
当
曇
寧
叡
猶
坦
饗

　
ノ悪
露
源
課
甥
諺
驚
。
妬
，
：
絃
、
二
…
會

　
｝
紹
介
　
彙
織
　
業
報

　
脚
笙
神
懸
暴
悪



前
號
圏
歌

葱
索
道
の
研
究
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
：
…
：
…
・
…
・
…
：
文
學
士

高
句
麗
五
族
五
部
考
…
…
…
…
…
・
－
…
…
…
…
…
…
・
…
－
－
－
…
…
－
…
…
女
學
士

版
籍
…
奉
還
始
末
の
研
究
一
下
）
…
：
・
：
…
…
…
…
：
。
：
．
：
…
：
…
：
：
…
…
．
　
…
…
：
。
…
．
，
忍

世
界
更
の
使
命
（
～
）
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
：
…
：
・
…
・
：
…
ド
ク
ト
幻

瓜
畦
紀
行
雫
）
…
…
－
…
…
・
…
…
…
…
…
－
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
女
學
博
ま

西
印
度
ナ
ー
シ
ツ
ク
に
於
け
る
ゴ
ー
タ
ミ
ー
プ
ト
ラ
窟
に
就
て
（
上
）
…
…
・
文
墨
ま

利
灘
南
の
『
萬
國
全
圓
』
ご
『
…
幾
何
源
本
』
に
就
て
…
…
…
…
…
…
…
：
：
：
：
・
…
蝶
學
博
士

ー
ス
博
士
『
世
界
吏
』
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
－
…
…
・
才
量

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
七
画
）
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
：
：
…
…
：
・
…
工
學
博
士

紹
介
彙
報

井
上
以
智
爲

今
　
酉
　
　
龍

澤
　
田
　
　
章

ル
　
…
ド
ヰ
ヒ
・
写
書
ス

松
本
文
三
郎

澤
村
専
太
郎

小
川
球
治

阪
　
　
口
　
　
録

天
沼
俊
　
一



會

告

一

大
正
十
年
度
貸
費
（
年
額
金
闘
鶏
）
未
納
の
方
は
至
急
左
記
嚢
行
所
に

御
垂
込
相
成
度
猫
侮
辱
込
渥
延
の
場
合
は
集
金
郵
便
を
可
差
出
候

大
正
十
一
年
度
以
降
の
會
費
は
前
納
に
御
瀬
申
上
貫

獲
　
行
　
瞬

京
都
市
西
洞
院
七
條
下
ル

　
　
内
外
磁
瓶
株
式
會
蔵

　
　
　
　
　
振
勢
面
座
穴
阪
羅
二
九
五
五
番

大
正
十
年
十
刀

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
内



．
　
　
　
本
四
大
愈
豫
告

　
．
左
の
豫
定
を
以
て
本
鯖
大
會
開
催
可
致
會
員
聖
君
の
御
來
會
を
希
望
仕
舞

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
典
學
研
究

　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
一
．
時
　
　
鷲
　
牽
一
月
ナ
九
貸
（
土
曜
籍
）
牟
後
一
時

　
　
　
　
『
動
　
跡
京
都
帝
國
大
學
學
生
集
會
駈

　
　
　
　
　
　
一
、
．
、

　
　
　
　
一
．
大
愈
順
序
　
愈
務
報
告
及
役
員
改
選

　　

@　

　
　
　
右
絡
て
有
志
晩
餐
曾
を
閥
催

會

　　　m
wu



錦第
喪十
繰條
辮契鶉墾肇
條條際際　條條條條條讐岡岬同同委

史
學
研
究
會
規
則

本
倉
ぱ
史
學
研
究
禽
電
心
す

本
倉
に
同
憲
の
士
煽
集
褻
り
史
學
に
間
す
ろ
研
究
た
な
す
を
以
て

琵
的
ミ
す

本
圃
の
事
業
概
ね
左
の
如
し

　
［
、
舎
合
　
二
、
調
査
　
三
、
會
誌
等
の
嚢
行

本
倉
に
詐
議
鎮
煮
干
、
誰
記
一
名
為
置
く

詐
議
員
は
會
蹟
や
よ
り
行
為
推
選
し
委
鑓
、
及
書
記
ば
評
議
藁
之
庵

嘱
罰
す

詳
議
員
及
委
長
及
磐
記
の
驚
期
に
　
ヶ
年
芝
す
但
し
轡
任
す
る
こ

ε
な
得

評
議
員
　
μ
倉
務
為
指
轟
し
委
員
ば
編
纂
禽
計
庶
務
た
分
掌
す

隔
刀
一
画
侮
會
為
開
く
會
場
弊
に
其
都
皮
之
存
定
む

毎
年
十
一
刀
に
於
て
組
集
會
な
開
吾
評
議
貝
の
選
暴
及
倉
務
の
報

告
葎
な
す

漁
獲
ほ
年
、
金
峯
齪
ミ
す

入
倉
煙
ん
ミ
す
る
も
の
ぱ
倉
黄
の
紹
介
な
以
て
串
込
む
べ
し

　
　
　
ζ
㌧
㌧
（
く
一
≧
～
く
一
く
く

詳
議
黄

同同同日同一　
　
貴詑

文
學
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

理
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

交
學
博
士

文
學
博
士

丈
學
博
士

交
學
博
士

丈
學
士

丈
墨
士

丈
壌
土

丈
學
三

島岩下植巾那三二阪矢三内小芋二一

田橋田村邑波浦田　野原藤刈田

　小　清　　　　口　　虎　　　勝西

輿彌礎之直利周貞仁隅次琢耕

滲∋太佐助勝貞行吉昂一藏耶治作i郡龍

釜繍編三編簾編編編　　蘇1

　　　　澹纂　　　　　　　纂纂　　　　務　（
　　　　編櫓　　　　　　　搬換　　　　會　／
琶響響響響響琶鴛色　　㊥　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　鹸

　　　　　　　　　　　　　　　v

大
正
十
年
九
月
二
十
八
獄
郎
刷

大
正
十
年
十
月
一
日
爽
行

忘
年
四
回
壁
越
月
獲
行
瀬

　
　
　
　
　
即

領定林史

一
冊
金
七
拾
五
銭

逡
料
金
四
　
銭

一
年
分
前
金
華
圓

團團

不
禁

許複

二

三
　
載

團
編
韓
班

團

京
都
帝
國
大
瓶
文
學
郡
内

　
　
　
　
粗
鉱
研
究
會

　
　
　
　
　
強
聴
U
座
内
阪
壷
四
五
五
六

　
編
韓
潜
　
岩
橋
小
彌
太

京
都
市
下
京
匪
三
條
癒
御
幸
町
西
入

獲
行
者
　
大
谷
仁
兵
衛

京
都
市
下
京
匿
北
小
路
通
薪
町
西
入

配
陣
潜
　
須
磨
勘
兵
衛

窟
都
市
下
京
畷
響
町
通
七
條
牝
入

　
印
刷
厨
　
　
内
外
串
版
糠
式
愈
融
驕
部

磯
行
所

京
都
市
薪
町
憩
七
條
北
入

　　

@　

燉
驪
樗
ﾅ
株
式
曾
就

　
　
　
　
　
電
諾
写
特
長
圏
一
X
O
蚕

　
　
　
　
　
蠣
替
b
座
央
販
三
二
九
五
X
雷




